
PUT MASK HERE

迷路フィルで風景を作成する



3.	 この時点では文字はまだ書体の状態です。これをオ
ブジェクトに変換します。オブジェクト>>分割を選択
し、各文字を別々のオブジェクトに分割します。すべて
の文字を選択し、オブジェクト>>曲線に変換を選択し
て、文字をベクターオブジェクトに変換します。ウェル
ドツールを使用し、これらのオブジェクトを単一のレタ
リングオブジェクトに結合します。

4.	 背景のシルエットからレタリングオブジェクトを一
定の隙間を残して切り離すには、CorelDRAWの
等高線ツールを使用します。レタリングオブジェク
トを選択し、等高線ツール（EmbroideryStudio
のオフセットツールに似た機能）を選択し、2.5㎜オ
フセットします。このオフセットオブジェクトは背景
から切り取る為に使用するので、選択してオブジェ
クト>>分割を選択します。

ベースにするベクターを作成する

2.	 次に Londonとタイプし、使用したいフォントを選
択します。ここでは有名な「I love New York」風の
フォントのCOOPER BLACKを使用しました。文
字のカーニングツールで文字同士が少し重なるよ
うに動かします。これにより糸切りのない単一のオ
ブジェクトができます。

ステージ１ CorelDRAW® Graphics Suite

1.	 EmbroideryStudio e4.5で新しいデザインを開
き、CorelDRAWグラフィックスアイコンをクリックし
ます。CorelDRAWグラフィックスモードでクリップア
ートをインポートするか、自分で景色を作成します。
このデザインの場合、いくつか異なるシルエットを統
合して、単一のロンドンの景色を作成しました。

迷路フィルで作る：ステップバイステップ



5.	 オフセットオブジェクトがオブジェクトとして分割さ
れました。このオブジェクトと背景のシルエットの両
方を選択し、今回は簡素化を使用します。オフセット

	 オブジェクトをスタンプとして使用し、背景から切り
取ります。オフセットオブジェクトは必要ないのでこ 
こで削除します。Londonの文字の間にある残りの
背景を削除します。

迷路フィルで作る：ステップバイステップ



8.	 Londonを選択し、オブジェクトプロパティドッカー
でステッチ間隔を初期設定の0.4 mmから4mmに
変更し、ステッチ間を広げます。下縫いをオフにし、 
トラプントをクリックしてトラベルランニングをオブ
ジェクトの端に移動させ見えないようにします。

9.	 Londonオブジェクトを選択し、アウトライン&
オフセットツールをクリックし、アウトラインを作
成のみチェックを入れてアウトラインを作成しま
す。20,000から12,000に減少したステッチ数は、
およそ5500になりました。

刺繍を生成する
ステージ2 EmbroideryStudio e4.5

6.	 CorelDRAWグラフィックスモードでデザイン全体
を選択し、グラフィックを刺繍に変換をクリックしま
す。クリックひとつでベクターイメージが刺繍に変換
されます。現在のステッチ数は20,259ステッチと多
めです。ここからステッチ数を減らしていきましょう。

7.	 背景を選択し、新機能の迷路フィルステッチタイプ
をクリックします。ステッチ間隔を1 mmに変更し
ます（ステッチ長や滑らかさなどその他の設定を
変更することも可能ですが、ここでは必要ありませ
ん）。この操作で20,000以上あったステッチ数が
12,000ほどに減少し、糸切りのない一定間隔の 
ステッチが作成できました。

迷路フィルで作る：ステップバイステップ



10.	 デザインを使用する刺繍機に送信するに
は、EmbroideryStudio e4.5の機能の
EmbroideryConnectに送信アイコン（または
デザインをキューに送信で後で使用する）をクリ
ックし、刺繍機を選択します。デザインが刺繍機
に送信され、EmbroideryConnectデバイスが
グリーンに光ったら刺繍を行う準備が完了です。

迷路フィルはEmbroideryStudio e4.5
デザイニングの追加料金エレメントとし 
てお求めいただけます。

www.wilcom.com

EmbroideryConnectソフトウェア
はEmbroideryStudio e4.5のすべ
ての製品レベルで標準装備になって
います。デバイスは別売りです。

備考 


